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共共  催催 
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(独独)東京産産業業保保健推推進進セセンンタターー 



 
第 6 回  海外勤務者健康管理研修会  

  
  

1. 基調講演（13:30～14：30） 

「中国赴任の新型インフルエンザ対策」 

演者 近畿医療福祉大学教授 勝田吉彰 

座長  明治安田生命健康保険組合東京診療所 所長 三好裕司  

 

2.  シンポジウム (14:40～16:30) 

「東アジア、東南アジアにおける海外勤務者の健康管理  

 ̶ 特に新型インフルエンザ等の感染症への対応  ̶ 」 

 シンポジスト 

  横浜検疫所 医師 古閑比斗志 

  国立国際医療センター 渡航者健康管理室 室長 金川修造 

  (株)SUMCO 伊万里営業所 統括産業医 彌冨美奈子 

  

 座長  

  (財)航空医学研究センター検査・証明部長 福本正勝 

  大阪労災病院 勤労者予防医療センター 部長 久保田昌詞 
 
 
  カリキュラム： 

 日本医師会認定産業医制度 生涯研修会(専門研修) ３単位 

 産業看護実力アップコース単位認定  

  講義「中国赴任の新型インフルエンザ対策」Ⅲ-1-(3) 1単位 

  シンポ「東アジア、東南アジアにおける海外勤務者の健康管理」Ⅳ-3-(1) 1 単位 
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